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当分野では、病気の原因や機序を明らかにする学問である“病理学”を基盤とし、組織標本を病理学的に解析することで疾患の生物学
的特徴に迫ります。そして病理学的解析から得られた知見を、培養細胞や動物モデルを用いた分子生物学的手法を駆使して検証しま
す。病理学的解析と細胞・動物モデルを用いた解析の長所・短所は相補的な関係にあります（図 1）。両者を組み合わせることで疾患
の本質に深く迫り、オリジナリティーにあふれた研究成果を生み出したいと考えています。 

我々は乳がんおよび前立腺がんに焦点を当てて研究を行っています。日本人の死亡原因の第一位はがんであり、なかでも乳がんや
前立腺がんは本邦における患者数が最も多く、しかも増え続けています。乳がんおよび前立腺がんの発育進展には性ホルモンが重要
な役割を担っています（性ホルモン依存性腫瘍）。そのため性ホルモンの作用を詳細に解析することで性ホルモン依存性腫瘍を制御
する画期的な治療戦略を構築することができると我々は考えています。 

一方で、がんの組織を構成するのははがん細胞だ
けではありません。リンパ球や線維芽細胞、マクロ
ファージといった多種多様な間質細胞、そして細
胞間を充填する細胞外基質もがん組織の重要な構
成因子です。そしてそれぞれが密接に相互作用す
ることで、がんの発育進展に有利な環境が形成さ
れます（がん微小環境、図 2）。がん微小環境にお
ける相互作用の解析は新たな治療標的の探索に大
いに貢献することでしょう。また、性ホルモン作用
と微小環境の関連を解き明かすことで性ホルモン
依存性腫瘍の治療抵抗性を克服する手がかりが得
られるものと期待しています。 
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＜先生から受験生の皆さんへ＞ 
和気あいあいとした雰囲気の研究室です。がんや病理学の世界に興味がある方、ぜひ一緒に研究しましょう！ 
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